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４ 名古屋市「生涯学習webナビなごや」 
 

（１）「生涯学習webナビなごや」を取り上げたことについて 
 私は、名古屋市の生涯学習研修の中で、情報通信技術のもつよさを生かした市民の学ぶ意

欲を支える生涯学習情報・機会提供の方策について、研究を進めている。インターネットを

中心とした情報通信技術の活用は、生涯学習に関する情報を提供していく上で、今や欠かせ

ないものとなっている。「生涯学習webナビなごや」は、名古屋市の生涯学習情報をまとめた

総合サイトとして、運営されている。パソコンやスマートフォンなどでインターネットが手

軽に見られるようになっている現在、生涯学習と身近にかかわることのできる窓口として、

その役割はますます大きなものとなっており、今後のさらなる発展にも期待がかかっている。

そんな「生涯学習webナビなごや」を、「人とのつながり」にかかわる点から取り上げること

にした。 

 

（２）事業内容 

①地域の実態 

 名古屋市は愛知県の

県庁所在地であり、人口

226万人（平成23年７月

現在）をかかえる政令指

定都市である。市は16区

に分かれ、現在も地下鉄

や高速道路が新設され、

周辺部では住宅地の開

発が進んでいる。 

 昭和50年に開館した

千種社会教育センター

をはじめとして、全区に

社会教育センターが配

置され、その後「生涯学

習センター」への名称変 図７ 名古屋市の生涯学習行政関係機構図
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更を経て、これまでに各施設で多

様な講座や事業を実施してきてい

る。平成12年に生涯学習センター

は各区へ編入され、昭和63年に設

置された生涯学習推進センターと

ともに、市民が自ら学習活動を行

うことに対して様々な支援を進め

てきた（図７）。 

 平成21年９月に市教委が行った

「生涯学習に関する市民意識調

査」によると、生涯学習の目的と

して「友達づくり、仲間づくりの

ため」と答えた人の割合が上位に

来ている（図８）。また、学習成果

の生かし方としては、「友達や仲間

をつくる」と回答した人の割合が

２番目となっており、半数に近い（図９）。このように、市民が生涯学習に対して「人との

つながり」を大きな目的の一つとしてとらえており、それがその後の学習にも生かされてい

ると考えられる。 

 

②本来の目的（ＨＰより） 

 市民一人一人の学習活動が、健康で豊かな生活を営み、生きがいのある充実した人生にす

るための力となるよう、学びのきっかけを作るお手伝いをする。 

 

③「人とのつながり」にかかわる目的 

 インターネットができる情報通信端末があれば、「いつでも・どこでも・だれでも」講座

や講師、学習グループの検索などをすることができ、気軽に生涯学習とかかわることによっ

て、「人とのつながり」を広げていくきっかけの場とする。 

 

図８ 生涯学習の目的

図９ 学習成果の生かし方
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④概要 

 「生涯学習webナビなごや」は、

名古屋市の生涯学習情報に関す

るポータルサイト（図10）とな

っており、生涯学習推進センタ

ーが管理・運営を行っている。 

 ここでは、インターネットを

通して市内の生涯学習施設で行

われる講座・集会や各施設の空

室状況、グループ活動をするた

めの会場、学習グループ、講師

といった生涯学習情報を検索し

たり、調べたりすることができ

る。また、「名古屋市電子申請サ

ービス」とリンクしており、そ

の場でインターネットを通して講座や空室の申し込みをすることができるようになってい

る。 

 

「生涯学習webナビなごや」でできること 

○講座等を探す（図11） 

生涯学習センター、女性会館、生涯学習推進センター、大学等で開催される講座や事

業を検索することができる。 

○空室を探す 

生涯学習センター、女性会館の部屋の空き状況を検索することができる。 

○会場を探す 

名古屋市内で利用できる施設を検索することができる。 

○講師を探す 

ボランティアの登録や紹介に関する情報を見ることができる。また、生涯学習ボラン

ティアを検索することができる。 

○学習グループ情報を探す 

 図10 「生涯学習webナビなごや」トップページ 
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生涯学習センターや女性会館で活動している学習グループを検索することができる。 

○インターネットで学ぶ（図12） 

インターネット講座サイト「ｅ－ねっと＊なごや」で動画配信されている「なごや学」

や「親学」といった内容の講座を視聴することができる。 

○申し込む（図13） 

「名古屋市電子申請サービス」へリンクし、講座や講演会等にインターネットから申

し込むことができる。 

○いろいろな生涯学習に関する情報を知る 

名古屋市の生涯学習に関連する施設や愛知県内の大学等の情報を見ることができる。 

毎月発行の生涯学習情報誌「生涯学習なごや」や各生涯学習センターの講座案内とい

った発行物を、ＰＤＦファイルでダウンロードすることができる。 

 

  

図11 講座の検索画面           図12 ｅ－ねっと＊なごや 

 

図13 名古屋市電子申請サービス 
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（３）事業の経過 
 「生涯学習webナビなごや」は、それまでに運営されていた生涯学習推進センターのホー

ムページを、平成19年２月にリニューアルして始まったものである。サービス開始当初は、

センターの事業案内、各区生涯学習センター施設案内・事業案内、学習相談コーナー案内、

生涯学習リンク集といった内容であった。その後は、次のようにサービスを充実させていっ

た。 

 

平成19年度：空室情報、教育サポーターネットワーク検索、学習グループ情報、インター 

      ネット講座「なごや発」→「ｅ－ねっと＊なごや」 

平成20年度～22年度：インターネット講座「ｅ－ねっと＊なごや」の充実 

平成23年度：「生涯学習webナビなごや」のリニューアル 

 

 このうち、「学習グループ情報」の登録情報件数については、661件（平成17年）、988件（平

成18年）、1,127件（平成19年）、1,406件（平成20年）、1,308件（平成21年）というように変

化していった。特に「生涯学習webナビなごや」で学習グループ情報を掲載するようになっ

た平成19年を境に、大幅に増加していった。 

 

（４）考察 

①成果 

 「生涯学習webナビなごや」の開始によって、市民や利用者はインターネットができる情

報通信端末さえあれば、「いつでも・どこでも・だれでも」講座や講師、学習グループの検

索や申し込みをすることが可能となった。そして、サイトの開設後も、利用する市民の立場

に立って、次々とサービスを充実させている。このサイトを利用することによって、市民は

より気軽に、より身近に生涯学習とかかわることが可能となり、それは「人とのつながり」

を広げていくことにもつながっている。さらに、最近では今後行われる講座内容の予告など

の情報を頻繁に更新したり、台風が接近したときの対応といった緊急を要する連絡をしたり

するなど、インターネットのもつ良さの一つである「即時性」を生かしたサービスも行われ

るようになっている。 
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②課題と問題点 

 前述の「生涯学習に関する市民意識調査」において、生

涯学習情報の入手状況についての質問に対して、「あまり

得ていない」「ほとんど得ていない」と回答した人の割合

が６割を超えている（図14）。また、生涯学習情報を入手

する手段についての質問に対しては、「チラシ、パンフレ

ットなどの生涯学習情報誌」「インターネットや携帯電話

などのマルチメディア」と回答した割合が、２年前の調査

と比べてほとんど変わっていない（図15）。このことから、

市民が生涯学習に関する情報を入手するにあたって、「生

涯学習webナビなごや」という便利なサービスが提供されているにもかかわらず、これが市

民に対して十分に周知・活用がされていないのではないかということが考えられる。つまり、

それは「人とのつながり」という点においても同じことであり、まだまだ機能しきれていな

いところがあるというようにとらえることができる。 

 
＜平成19年度調査＞ 

 
＜平成21年度調査＞ 

  
  図15 学習情報を入手する手段 

図14 学習情報の入手状況
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（５）情報通信技術を活用した事例 

①兵庫県「ひょうごインターキャンパス」 

 兵庫県生涯学習情報ネットワークシステム「ひょうごインターキャンパス」は、公益財団

法人兵庫県生きがい創造協会嬉野台生涯教育センター生涯学習情報プラザが運営する、県民

と行政や民間の生涯学習に関係する機関や団体等が自由に参画できる新しいタイプのネッ

トワークシステムである（図16）。 

 

 
 図16 ひょうごインターキャンパス 

 

 ここにある「インターキャンパスコミュニティ」は、「ひょうごインターキャンパス」が

提供する生涯学習情報ＳＮＳサービスとなっており、同じ目的を持って学習している仲間と

交流したり、情報を交換したりすることができるようになっている。「インターキャンパス

コミュニティ」に登録することで、学習履歴ブログ機能、スケジュール機能、コミュニティ

機能などといったサービスを受けられるようになる。 

 学習履歴ブログ機能は、学習履歴をブログとして「講座・講習会の話」「学校での学習」

などと記事を分類して投稿することができる。ブログ記事として学習履歴を掲載することで、

他の学習者からコメントをもらったり、情報を共有したりできるようにもなっている。また、

他の人が書いたブログを検索して、そこにコメントをすることもできる。スケジュール機能

は、自分のスケジュールを登録することができ、トモダチのみ公開、メンバー全員に公開な

ど公開設定を選択できるようになっており、スケジュールを共有して、一緒に講座・イベン

トに参加したり、コミュニティのメンバーで集まったりするといった使い方も可能である。
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コミュニティ機能は、同じ目的を持った仲間でコミュニティ（同じ目的を持った仲間と情報

を交換する掲示板）を作ることができ、誰でも参加できるのか、参加には承認が必要かなど、

権限を自由に設定することができるようになっている。 

 その他にも、趣味や自己紹介などのプロフィールなどからメンバーを検索することができ

る機能や、設定した地域を優先して講座やイベント情報表示する機能など、利用者の学ぶ意

欲を支援し、人と人を結びつけるための様々なサービスが行われている。さらに、生涯学習

を推進するグループや団体・個人が学習活動の成果を発表する「学びのギャラリー」という、

ホームページを掲載するスペースを設けたり、「ひょこむ」という兵庫県内のコミュニティ

活動を支援するＳＮＳサイトと連携したりするなど、「人とのつながり」に関する生涯学習

情報提供を積極的に行っている。このように、生涯学習情報を発信するサイトにＳＮＳサー

ビスを持たせることは、生涯学習に気軽に関わることができるようにするとともに、「人と

のつながり」を支援していく取り組みとしても、これからを見据えたものとして興味深い。 

 

②名古屋市子育て応援サイト 

 「名古屋市子育て応援サイト」は、名古屋市が運営する子育て中や子育てを支援したい人

を対象にした名古屋市内の民間団体と行政機関が情報を発信するサイト（図17）であり、子

育てに役立ついろいろな情報が発信されている（平成23年３月開始）。 

  
 図17 名古屋市子育て応援サイト 
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 子ども向けの遊び場やイベント、子育てに関する講座や団体を検索することができるこの

サイトでは、メールアドレスなどを登録することで、子育て情報に関するメールが配信され

るようになっている。また、「子育て応援コラム」という一人で子育てに悩んでいるような

人に対してメッセージを伝えることができるサービスも開始予定となっており、こうした

「人とのつながり」を目指した取り組みが注目される。 

 

（６）今後の展望 
 先の「生涯学習に関する市民意識調査」において、学習情報の取得におけるマルチメディ

アの活用についての質問に対しては、「積極的に活用したい」「少しは活用したい」と答えた

人の割合は６割前後と、依然として高い数値となっている（図18）。 

 

＜平成19年度調査＞ 

 
＜平成21年度調査＞ 

  

 図18 学習情報の取得におけるマルチメディアの活用 

 

 つまり、「生涯学習webナビなごや」のようなサービスに対する市民のニーズや期待は確実

に存在しており、今後は、このような利用をしたいと希望しているような市民に対して、サ

イトの存在やサービスの内容をもっと知ってもらい、活用してもらえるようにしていく必要
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があると考える。このことは運営する側も既に把握しており、行政にかかわる様々なサイト

（名古屋市や科学館、博物館、図書館など）とリンクをはるなど、関係する様々なサイトか

ら直接アクセスすることができるようにしたり、生涯学習にかかわる学校や家庭向けの配布

物（「親学」のパンフレットなど）の中でＰＲしたりするといったことを行っている。また、

各区の生涯学習センターで毎月のように行われているコンピュータやインターネットの講

座の中で、参加者に「生涯学習webナビなごや」で提供しているサービスを紹介して使って

もらうように勧めるなど、少しずつでもこういった手だてを続けていくことが必要であると

考える。そして、「生涯学習webナビなごや」を利用した市民がその便利さに気付き、身近に

いる利用者に対して口コミで伝えていくようになることで、より多くの人に活用してもらえ

るようになり、「人とのつながり」もさらに広がっていくのでないかと考える。 
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５ 静岡県浜松市における「学習成果活用支援事業」 
 

（１）学習成果活用支援事業の経緯 

①社会的背景 

 公民館は、地域住民にとって最も身近で、親しみやすいコミュニティ施設である。社会が

どれだけ進展しても、個人個人が豊かになっても、人間は常に“つながり”を求めており、

そのつながる場所としての公民館の存在は大きい。これまでの公民館は、趣味や学習のため

に集まっている同好会等に部屋を貸したり、学級や多種多様な講座を企画して、地域住民に

知識や教養の場を与えたりと、行政が主導して個人・団体の生きがいづくりや資質向上を図

ったりしてきた。しかし、変革の時代である時にこれまでと同じようなものを提供している

だけではいささか心もとないし、将来への展望も見えてこない。そんな中転機となったのが、

平成18年の教育基本法改正であり、生涯学習支援の一環として学習成果の活用支援が位置づ

けられた。その後、平成20年に社会基本法が改正され、「学習の成果を活用して…」の条文

が加えられたのである。 

 

（２）市民主導の学習成果活用を目指して 
 浜松市では第1次浜松市総合計画を策定し、平成19年度から基本構想に基づいた都市づく

りが行われている。その中で教育・文化・スポーツ分野の行動指針となるものとして、浜松

市生涯学習推進大綱が作成された。学習成果活用支援事業はその大綱にも触れられている浜

松市の生涯学習施策の重点事項で、地域住民が主体となることが斬新である。地域住民自ら

が地域課題を解決したり、学びの成果を社会に還元したりする学習活動を展開することによ

って、地域における新たな指導者やコーディネーターの育成、学びの成果を自立的に、持続

的に生かしていく仕組みの構築を図ることができる。これにより、行政主導から、市民主導

へと生涯学習の新しい形として事業の展開が図れることが期待できる。 

 

（３）「人とのつながり」 

①市民アンケート（平成19年 浜松市）   

 浜松市では、平成19年に生涯学習アンケートを実施している。「生涯学習が必要であるか」

の質問には、約６割の市民が「必要」と答えている。どちらかというと必要まで含めれば９

割超の市民が必要と答えている（図19）。また、「学ぼうと思った時に困ったことはないか」
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の質問には「情報不足」や「講座がない」といった回答が多かった。生涯学習は大事であり、

いろいろやってみたいのであるが、どうしていいのか分からないのが現状なのである（図20）。

さらに、「学習成果をどのように活用しますか」の質問には「社会貢献活動」と答えた市民

が24.1％、「他の人の学習に生かしたい」が5.6％と答えていて、合わせて約３割の市民が自

分のためではなく、他人のために何かをしたい、力になりたいと答えている（図21）。 

 図19            図20            図21 

 

②「学習成果活用支援事業」のねらい 

・「同好会を活発にしたい」「こんなテーマで学習したい」「自分たちで講座の講師をしてみ

たい」というような地域で活躍したいと思っている団体（地域住民）に対して、その学習

成果を活用して、地域問題を解決するともに、知識や経験等を社会に還元することができ

る。→学習成果を適切に生かすことのできる仕組みづくり 

・「何かを始めてみたい」「こんなテーマのことを学んでみたい」「地域の中でつながってい

たい」と思っている個人（地域住民）に対して、その学習機会の提供ができる。→いつで

も、どこでも、だれでも学べる学習環境づくり 

・活動の中で、同じ志を持つ参加者同士で情報交換し合ったり、コミュニティを深めること

で、仲間づくりの機会を創出していくことができる。→人とのつながり 

 

（２）内容の紹介 

①地域の実態 

 平成23年７月１日に市制100周年を迎えた浜松市（図22）は、平成17年７月１日に天竜川・

浜名湖地域12市町村が合併し、平成19年４月１日には、全国で16番目となる政令指定都市に

移行した。現在の人口は、817,895人（平成23年7月1日現在）で静岡県第１位、面積は1,558.04k
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㎡で、岐阜県高山市に次いで全国２位の広

さを誇る。市内を７つの行政区（中、東、

西、南、北、浜北、天竜）に分け、それぞ

れの区の個性を活かしながら持続的な発

展を目指している。公民館は、中学校区に

１館の割合で建っており、現在35公民館が

開館している。 

 

②事業概要 

【対 象】開催公民館等生涯学習施設の地域住民 

【日程＆開催公民館数】 

  [平成21年度] 平成21年4月～平成22年3月 14施設 ※各区１～２施設において実施 

  [平成22年度] 平成22年4月～平成23年3月 15施設 ※各区１～２施設において実施 

  [平成23年度] 平成23年4月～平成24年3月 49施設 ※市内全域の施設において実施 

【事業の流れ】 

①実施団体の募集→②提案内容の審査→③事業実施団体の調整→④事業広報→⑤開催講

座実施→⑥公民館運営委員会への報告 

 

（３）事業の結果 
 学習成果活用支援事業がスタートした平成21年度は、実施施設が14施設、事業数は28講座、

延べ回数は156回、延べ参加者数は2,444人となった。続いて、２年目の平成22年度は、実施

施設が15施設、事業数は23講座、延べ回数は215回、延べ人数は3,478人となった。実施施設

が１の増加となって、事業数は－５となったが、延べ回数は59の増加、延べ参加者数は1,034

人の増加となった（表１）。 

 

 表１ 平成21年度と平成22年度の比較 

平成 22 年度 平成 21 年度 前年度比 

事業名 
講座数 延べ回

数 

延 べ 参

加者数 

講座数 延べ回

数 

延べ参

加者数

講座数 延べ回

数 

延べ参

加者数

学習成果活

用支援事業 
23 215 3,478 28 156 2,444 -5 59 1,034

図22
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<事業ピックアップと実施状況・問題点> 

◎平成21年度 

①子どもボランティア養成（東区・長上公民館） 

 公民館所属の生涯学習ボランティア「与進の会」主催。“目指せボランティアの星”と題

して子どもを対象にしたボランティアの養成講座である。全5回のコースで、小学5・6年生、

中学生の延べ78人が参加した。 

②日本語講座（中区・北部公民館） 

 ブラジル人の多い土地柄、「BATE-PATO」によるブラジル人を対象にした日本語講座が行わ

れた。年間25回の実施で、70名の参加者があった。 

③光明かるたと共に光明地区を探訪しよう（天竜区・光明公民館） 

「光明地区公民館活動推進委員会」主催。地元ゆかりのかるたである「光明かるた」の題材

となった地域内の史跡等をウォーキングしながら訪ねることで、地域の魅力を再認識し、コ

ミュニティ活動の推進に貢献した。 

 

【平成21年度の実施状況と問題点】 

・幼稚園児から小学生、中学生、一般成人まで幅広い世代を対象として実施された。 

・外国人の多い地域では外国人対象の事業も組まれた。 

・地域づくり、防災、健康、食文化等身近な地域課題が多かった。 

 

◎平成22年度 

①森で遊び、自然を学ぶ（中区・富塚公民館） 

「椎ノ木谷保全の会」主催。地元にある椎ﾉ木谷特別緑地保全地区において自然体験を実施。

地域の小学生と保護者合わせて26人が参加した。 

②万華鏡を作る／マナー教室／おやつづくり（東区・蒲公民館） 

「かば輪っかの会」主催。工作、料理等の講座を通して世代間交流を図る。８月～12月の間

に計３回、延べ96人が参加した。 

③I LOVE 伊佐地川＆浜名湖／ミニ水族館（西区・伊佐見公民館） 

「伊佐地川と浜名湖を愛する会」主催。地元を流れる伊佐地川や浜名湖の紹介、ミニ水族館

の催しを行う。延べ300近くの地域住民が参加した。 
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【平成22年度の実施状況と問題点】 

・平成21年度同様、幅広い世代に対して、多種多様な事業が提供された。 

・全地域住民が参加できるようなテーマで事業が実施された公民館があった。 

・応募なしにつき実施が見送られた公民館があった。 

 

（４）他都市の事例 

①愛知県安城市の「市民企画講座」 

 学びたいことや取り組んでみたいことを市民自らが企画運営する。講座内容としては、地

域における社会問題（家庭教育・環境・多文化共生等）をテーマとしていること、もしくは

郷土への愛着を育む内容であることで、２回以上の講義や実習形式で実施し、広く市民を対

象とする。市民による市民のための講座であることが特徴的である。 

※平成22年度実施例：わたしたちの森再発見（環境）、子どもとのつきあい方（福祉） 

 

②栃木県足利市の「市民企画実践講座」 

 幅広い知識や技能を身につけた市民の学習成果を、まちづくりに生かせる仕組みづくり事

業である。グループや団体が企画運営をはじめ講師まで行うことから、メンバーの増加やグ

ループの活性化につなげられた。当事業は、行政が広報や場所の提供等の支援を行うだけな

のでゼロ予算事業として実施できる点が魅力的である。 

※平成22年度実施例：うちの子ってまわりとちょっと違う？（子育て） 

 

③東京都墨田区の「すみだ創生塾」 

 すみだでより豊かに生活するために学び、さらに学んだことを生かして活動する皆さんを

応援する目的で創設された。歴史文化、子育て・学習支援等の７分野をテーマとし、そこで

学んだ成果を地域で生かすことができるような講座等をすみだ創生塾認定講座とする。認定

講座を受講すると、単位証を発行し、希望に応じて、ボランティアスタッフ等として活動す

る機会や場を紹介したり、情報を提供したりする。 

 

（５）まとめ 
 平成21年度から開始された学習成果活用支援事業も３年目に入り、いよいよ全地域、７区
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49の公民館等生涯学習施設で実施されるまでになった。新たな学習機会の提供、新規利用者

の開拓、実施団体の活性化ならびに会員の増加等多くのメリットがある中、一番の成果とい

えば、地域における指導者やコーディネーターが、地域住民のために講座を開くという点で、

地域における「人とのつながり」を支援する手段としては、大変有意義である。 

 学習成果を気軽に発揮できる環境があることで、教える側はいつでも安心してその制度を

活用できるし、また学びたいと思っている人は選択肢が増える分、興味があるものを手軽に

受講することができる。 

 これまで公民館は、社会教育施設として、その時代の社会情勢を踏まえながら青年学級や

女性学級、親子向けや高齢者向けの講座等幅広く提供してきた。平成21年に鳩山政権下で“新

しい公共”という概念が掲げられた。学習成果活用支援事業は、地域が協働していくという、

この概念をまさに実践していくきっかけであり、有効な手段となる。同事業が持つ可能性を

地域皆が共感し、共有できたなら、そこで行政主導から市民主導へとバトンタッチができた

といえる。 

 また、地域は身近な最小のコミュニティであり、それぞれに独自の文化・習慣がある。そ

のため、地域住民の意識の度合い、行政の取り組みの熱心さにバラツキが出てくる。うまく

いかない施設をいかに軌道に乗せていくかが、市全体として盛り上がり、この事業の成果が

得られたということになる。 
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６ 考察 
 

 はじめにも述べたことであるが、社会教育施設の役割を話し合った際に、“人とのつなが

り”という共通のキーワードが出てきた。ここで、「人とのつながりを支援する社会教育施

設の役割」に関わる事業、講座等のとりくみについて調べた事例を考察しよう。 

 岐阜県郡上市「郡上市総合スポーツセンターにおける指定管理者制度導入」の事例では、

市民同士の交流、仲間づくりの場として、指定管理者制度のメリットを活かし、学習機会の

提供や施設環境の整備を行っているが、各スクール会員や施設利用者の確保が課題であるこ

とが分かった。 

 静岡県「ふじのくにゆうゆうnet」の事例では、ネットをとおして子どもと学校、学校と

団体、団体と団体とのつながりを支援することができるが、利用率と認知度の低さが大きな

課題となった。 

 静岡市清水区「生涯学習交流館における家庭教育事業」の事例では、生涯学習交流館で行

われている家庭教育学級より今、求められている父親参加型の講座を取り入れることによっ

て父親どうしのつながり、そして家族どうしのつながりへと支援することができるが、父親

が参加しやすい曜日設定や引き続きつながりが持てるようなきっかけの必要性を感じた。 

 名古屋市「生涯学習webナビなごや」の事例では、このサイトを利用することによって、

市民はより気軽に、より身近に生涯学習とかかわることでき「人とのつながり」をひろげて

いっているが、調査で「あまり情報を得ていない」「ほとんど得ていない」と回答した割合

が６割を超える結果となった。便利なサービスが提供されているにも拘わらず、まだ市民に

対して周知、活用が充分にされていない現状がある。 

 浜松市「学習成果活用支援事業」の事例では、地域の指導者やコーディネーターが地域住

民のために講座を開くという点で、地域における人とのつながりを支援することができるが、

市内全域にわたる事業であり、地域性の問題から必ず軌道に乗らない施設が出てくることが

分かった。 

 以上、いずれの事例も、「いいホームページはあるが認知度が低い」「いい施設はあるが利

用されていない」「いい事業であるが習慣や地域性から軌道に乗っていかない」など“いい

もの”は持っているが、その先であと一手が打てていないのである。施設を介してのつなが

り、講座をとおしてのつながり、ネットを介してのつながり等それぞれの成果をいかしてそ

れぞれの立場で責任をもって「人とのつながりを支援する社会教育施設の役割」を果たして
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いきたい。 

 絆を紡ぎだす社会の構築にむけて、それぞれの立場で「絆」を大切にする社会教育施設の

役割も忘れずにいたい。 
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おわりに 
 

 私たちのグループでは、今回「社会教育施設の役割」をテーマとして、それぞれの施設が

「人とのつながり」にどのような役割を果たしているのかを調査した。 

 社会教育施設は、人々の学習ニーズに応じた学習機会を提供するだけでなく、地域課題な

どに関する学習活動、学校・家庭・地域の連携交流など、地域における学習・活動の拠点と

しての機能を充実させていくことも必要である。 

 少子高齢化が急速に加速している現在、生涯学習の必要性が一段と求められている。 

静岡県では共に学び、人の結びつきを深める「ヒューマン・ネットのための大学」やいつか

らでも学び、人生の再挑戦を支える「セーフティ・ネットのための大学」の構想も打ち出さ

れている。学び続け、知恵をわかせ続けることによって、よりよい人生を送ることができる

時代である。学ぶことは、常に世界を新発見し、自分自身を前進させていく力であると考え

る。 

 「スポーツを通して、市民が集い、つながっていく」「インターネットを通して、生きが

いを見つけ、人とつながっていく」「子育て中の父親同士が出会い、つながっていく」「同じ

趣味を持つ人、同じ志を持つ人同士が集まり、勉強し、つながっていく」・・・手段は違っ

ても、市民が出会い、交流し、つながっていくというプロセスは同じである。“つながる手

段”“つながるきっかけ”さえあれば、今まで以上に多くの市民が素敵な出会いをし、仲間

と一緒に生きがいを共有できるのである。行政は“人とのつながり”を結び付けていく大事

なつなぎ役であるのだから、今あるいいものをよりよく生かしていくことに目を向けるべき

である。 

 目まぐるしく社会が変化している21世紀であるが、“人とのつながり”という心のこもっ

たこの優しいキーワードを胸に刻み、今後の仕事に取り組んでいきたい。 
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 最後に、今回２班をご指導いただきました金子先生には多大なご指導、アドバイスをいた

だきましたことをここに感謝します。 
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あ と が き 

 

 

 ７月25日の静岡大学大学会館での開講式・講義に始まった本年度の講習は、県立森林公園

森の家ならびに富士宮市麓山の家での２回にわたる宿泊研修をはさみながら、８月20日、静

岡大学大学会館での演習グループワーク成果発表会で約４週間の長丁場が締めくくられま

した。 

 多忙なスケジュールを縫って参加する受講者に負担をできるだけかけないよう、多くの講

習日を講義と演習の２本立てとし、２度にわたる２泊３日の宿泊研修も従来以上に密度の濃

いものにして講習日程を短縮しました。その分受講者にとっては、これまで以上に過密なス

ケジュールとなり、東電管内の富士宮市での宿泊研修では、計画停電に備え、発電機など非

常用設備を持ち込んでの講習となるなど、運営側も神経を使うものとなりました。そうした

事情に加え、今回も猛暑の中での長期講習となり、受講生にとっては厳しい日々だったかと

思いますが、互いに支え合って無事講習を修了され、社会教育主事の資格を授与される運び

となりました。 

 静岡大学にとっては、静岡・愛知・岐阜・三重の四県を対象とした東海ブロックに入って

から実施した２回目の主事講習となりました。これまで長く続いてきた傾向ですが、参加者

が年々減少しているだけでなく、分割受講により演習を取らない受講者もいるため、従来の

６班構成から今回は２班構成としました。①「生涯学習社会の構築とネットワーク化の課題」

②「地域文化活動の体系化と社会教育施設の役割」を小テーマとして立て、受講者の希望を

入れつつ、２つのグループを作りました。 

 結果的には前回とほぼ同数の参加者があったため、各受講者が演習で取り組もうとする内

容に応じて１班あたり２グループ、各５人程度の編成としました。従来より指導する演習講

師が少ないなか、要求される作業量は同じで、本年度の受講生はとりわけ負担が大きかった

かもしれません。他県からの受講者の中には、講習中ほとんど自宅に戻られなかった方々も

いました。講義後や数少ない休日にも、演習グループワークのための資料集めや施設訪問を

したり、職場の同僚に資料収集と送付を依頼したり、また受講生がチームワークを発揮しな

がら休む間もなく奮闘され、要求される課題を成し遂げることができました。その健闘に敬

意を表したいと思います。 
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 本学の社会教育主事講習では、グループワーク・班単位での共同作業に大きな比重を置い

ています。研究集録として上梓された論文も、各人毎ではなく、グループの共同作業でまと

め上げられ提出されます。読み合わせ、互いによる批評・助言、全体へのまとめあげなど、

このために受講生と演習講師が費やした時間と労力は大変なものですが、それによって得た

ものも多々あるように感じられます。遠慮のない批判を通じて得られる自己の客観化、様々

な背景を持ちながら対等な立場で進められるチームワーク、そして協力して学び合うことの

充実感。何よりこの講習・演習で作り上げられたネットワークは、各受講生にとって公私と

もども大きな財産になるのではないかと思います。 

 生涯学習教育研究センターが本講習の運営に携わるのは今回で５回目ですが、専任教員が

２名と少ない上まだまだ不慣れで未熟なところを経験豊かな講師陣に支えられ、また運営面

でも、柳澤正理事（社会・産学連携担当）、小西潤子・生涯学習教育研究センター副センタ

ー長、前副センター長の菅野文彦先生に手厚くサポートいただきました。 

 また、講習期間中、利用させていただいた各施設関係者の方々には厚く御礼申し上げます。

施設の受け入れ準備、不慮の事態に対応した会場の振り替え、研修中の細やかなお心遣いな

ど、スタッフの方々の惜しみないご協力は大変ありがたいものでした。 

 なお実務面では、本学事務局、学術情報部研究協力課研究支援係の皆さんに大変お世話を

おかけしました。とりわけ片瀬綾子係長、三浦志織さんには、講習の前後を含め全般の事務

処理に携わっていただきました。講習期間中には、センター事務補佐員の大谷悦子さん、補

助をお願いした西川幸江さん、青木由美さんに応援いただきました。心から御礼申し上げま

す。 

 最後になりましたが、受講生の今後のご活躍を祈念するとともに、本講習の運営その他多

方面にわたりご協力いただいた静岡県教育委員会社会教育課並びに関係諸機関、講師の先生

方、本学関係教職員の方々には末筆ながら厚く御礼申し上げます。 

（主任講師 阿部耕也） 
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１ 静岡大学社会教育主事講習日程表 
 

午前 午後 夜間 
月/日 

8:50～10:20 10:30～12:00 12:50～14:20 14:30～16:00 16:10～17:40 19:00～20:30 
会場 

社会教育演習 生涯学習概論 社会教育演習 

10:00～12:00 

開講式・オリエンテーション 
生涯学習の意義 16:10～17:10 

グループワー
ク 

7/25 

（月） 

 阿部耕也 阿部・金子 

 

静岡大学

大学会館3

階ホール 

生涯学習概論 生涯学習概論 

生涯学習と家庭教育 
 

社会教育の内容・方法と形態7/26 

（火） 

林 のぶ 渋江かさね 

 
静岡大学

理学部B棟

2階211室 

生涯学習概論 生涯学習概論 生涯学習概論 

生涯学習情報
と学習相談 

社会教育と社
会教育行政 

生涯学習と社会教育 7/27 

（水） 

松永由弥子 佐藤貴大 伊藤俊夫 

 静岡大学

附属図書

館6階大会

議室 

社会教育演習 生涯学習概論 社会教育演習 

社会教育施設見学 
 

生涯学習と学校教育 グループワーク 7/28 

（木） 

 猿田真嗣 阿部・金子 

生涯学習概論 生涯学習概論 社会教育演習 

生涯学習関連施設の経営 地域社会にお
ける学習支援
システム 

グループワーク 
7/29 

（金） 

金子 淳 阿部耕也 阿部・金子 

社会教育演習 

グループワー
ク 

7/30 

（土） 

阿部・金子 

 

（宿泊） 

静岡県立

森林公園

「森の家」 

社会教育演習 社会教育計画 社会教育計画 

グループワー
ク 

社会教育の広
報・広聴 

学習情報の提供システム 8/1 

（月） 

阿部・金子 河井孝仁 桑村佐和子 

 静岡大学

附属図書

館6階大会

議室 

社会教育計画 社会教育計画 社会教育演習 

社会教育施設の事業と経営 少子高齢・人口減少の進行と
社会教育の課題 

社会教育施設
見学 

8/2 

（火） 

長谷川秀厚 馬居政幸  

 
静岡市立

登呂博物

館 

社会教育演習 社会教育計画 社会教育計画 社会教育演習 

9:20～10:20 

社会教育施設
見学 

調査の意義と
内容 

社会教育計画 グループワー
ク 8/3 

（水） 

 阿部耕也 渋江かさね 阿部・金子 

 
静岡市産

学交流セン

ター7階大

会議室 

社会教育演習 社会教育計画 社会教育計画 社会教育演習 

グループワー
ク 

学習相談の方
法 

社会教育の対象の理解と構造
化 

グループワー
ク 

8/4 

（木） 

阿部・金子 松永由弥子 野島正也 阿部・金子 

 静岡大学

附属図書

館6階大会

議室 

資料 

１ 静岡大学社会教育主事講習日程表 

社会教育演習 生涯学習概論 社会教育演習 

開講式・オリエンテーション 
生涯学習の意義 

グループワー
ク

グループワー
ク

グループワーク

生涯学習概論 生涯学習概論 

生涯学習と家庭教育 
 

社会教育の内容・方法と形態 

生涯学習概論 生涯学習概論 生涯学習概論 

生涯学習情報
と学習相談 

社会教育と社
会教育行政 

生涯学習と社会教育 

社会教育演習 生涯学習概論 社会教育演習 

社会教育施設見学 
 

生涯学習と学校教育 グループワーク 

生涯学習概論 生涯学習概論 社会教育演習 

生涯学習関連施設の経営 地域社会にお
ける学習支援
システム 

グループワーク 

社会教育演習 

グループワー
ク 

社会教育演習 社会教育計画 社会教育計画 

グループワー
ク 

社会教育の広
報・広聴 

学習情報の提供システム 

社会教育計画 社会教育計画 社会教育演習 

社会教育施設の事業と経営 少子高齢・人口減少の進行と
社会教育の課題 

社会教育施設
見学 

社会教育演習 社会教育計画 社会教育計画 社会教育演習 

社会教育施設
見学

調査の意義と
内容 

社会教育計画 

社会教育演習 社会教育計画 社会教育計画 社会教育演習 

グループワー
ク 

学習相談の方
法 

社会教育の対象の理解と構造
化 
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午前 午後 夜間 
月/日 

8:50～10:20 10:30～12:00 12:50～14:20 14:30～16:00 16:10～17:40 19:00～20:30 
会場 

社会教育計画 社会教育演習 

社会教育の評価 
 

グループワーク 8/5 

（金） 

原 義彦 阿部・金子 

 静岡大学

附属図書

館6階大会

議室 

社会教育演習 社会教育演習 社会教育演習 

社会教育施設見学 
 

野外活動 グループワーク 8/8 

（月） 

 村越 真 阿部・金子 

（宿泊） 

ふもとっぱ

ら 

社会教育特講 社会教育特講 社会教育特講 社会教育演習 

9:45～12:00 

青少年の学校外教育の組織化 
博物館と文化
活動 

欧米の社会教
育の歴史 

グループワーク 8/9 

（火） 

白木賢信 金子 淳 菅野文彦 阿部・金子 

社会教育特講 社会教育演習 

社会教育施設
のネットワー
ク化 

グループワー
ク 

8/10 

（水） 

金子 淳 阿部・金子 

 

（宿泊） 

富士宮市

麓山の家 

社会教育特講 社会教育特講 社会教育特講 社会教育演習 

地域社会と社
会教育 

社会教育の指
導者・職員 

芸術活動と地域づくり グループワー
ク 

8/11 

（木） 

角替弘志 上條秀元 小西潤子 阿部・金子 

 

社会教育特講 社会教育特講 社会教育特講 社会教育演習 

多文化共生と教育 社会教育法制 地域文化の活
性化と大学 

グループワー
ク 

8/12 

（金） 

宇都宮裕章 梅澤 収 上利博規 阿部・金子 

 

社会教育特講 社会教育特講 社会教育特講 社会教育演習 

キャリア教育と生涯学習 生涯スポーツ
の理論と実際

大学の機能開
放・拡充 

グループワー
ク 

8/16 

（火） 

山﨑保寿 松井恒二 阿部耕也 阿部・金子 

 

静岡大学

理学部B棟

2階212室 

社会教育演習 社会教育特講 

フィールドワーク 
 

リスクマネージメントと防災
教育 

8/17 

（水） 

中井弘和 前田恭伸 

 清沢塾・ 

静岡大学

理学部B棟

2階212室 

社会教育特講 社会教育特講 社会教育演習 

少子高齢化社会とＮＰＯ 文化財の保護と世界遺産 グループワー
ク 

8/18 

（木） 

日詰一幸 柴垣勇夫 阿部・金子 

 

社会教育演習 

グループワーク 
 

8/19 

（金） 

阿部・金子 

 

静岡大学

理学部B棟

2階212室 

社会教育演習 

成果発表会・閉講式 
 

8/20 

（土） 

  

 
静岡大学

大学会館3

階ホール 

資料 

社会教育計画 社会教育演習 

社会教育の評価 
 

グループワーク 

社会教育演習 社会教育演習 社会教育演習 

社会教育施設見学 
 

野外活動 グループワーク 

社会教育特講 社会教育特講 社会教育特講 社会教育演習 

青少年の学校外教育の組織化
博物館と文化
活動 

欧米の社会教
育の歴史 

グループワーク 

社会教育特講 社会教育演習 

社会教育施設
のネットワー
ク化 

グループワー
ク 

社会教育特講 社会教育特講 社会教育特講 社会教育演習 

地域社会と社
会教育 

社会教育の指
導者・職員 

芸術活動と地域づくり グループワー
ク 

社会教育特講 社会教育特講 社会教育特講 社会教育演習 

多文化共生と教育 社会教育法制 地域文化の活
性化と大学 

グループワー
ク 

社会教育特講 社会教育特講 社会教育特講 社会教育演習 

キャリア教育と生涯学習 生涯スポーツ
の理論と実際 

大学の機能開
放・拡充 

グループワー
ク 

社会教育演習 社会教育特講 

フィールドワーク 
 

リスクマネージメントと防災
教育 

社会教育特講 社会教育特講 社会教育演習 

少子高齢化社会とＮＰＯ 文化財の保護と世界遺産 グループワー
ク 

社会教育演習 

グループワーク 
 

社会教育演習 

成果発表会・閉講式 
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２ 静岡大学社会教育主事講習運営機構 
 

委員名 現職等 氏名 

運営委員長 静岡大学理事（社会・産学連携担当） 柳澤  正 

運営委員 静岡県教育委員会社会教育課長 活洲みな子 

〃 三重県教育委員会社会教育推進特命監 小嶋  浩 

〃 愛知県教育委員会生涯学習課長 加古三津代 

〃 岐阜県教育委員会社会教育文化課長 鍋島  寿 

〃 静岡大学生涯学習教育研究センター長 阿部 耕也 

〃 静岡大学生涯学習教育研究センター副センター長 小西 潤子 

〃 静岡大学生涯学習教育研究センター准教授 金子  淳 

〃 静岡大学教育学部長 梅澤  収 

〃 静岡大学大学院教育学研究科准教授 渋江かさね 

幹事 静岡県教育委員会社会教育課指導主事 山田 陽子 

〃 静岡県教育委員会社会教育課主査 平川 雅博 

〃 静岡大学学術情報部研究協力課長 縣  猛男 

〃 静岡大学学術情報部研究協力課副課長 長谷川智志 

〃 静岡大学学術情報部研究協力課研究支援係長 片瀬 綾子 
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３ 静岡大学社会教育主事講習講師名簿 
 

科目名 

（単位数） 
内容・テーマ 

配当

時間
氏名 所属・職名 

生涯学習の意義 ４ 阿部 耕也 静岡大学生涯学習教育研究センター教授 

生涯学習と家庭教育 ４ 林  のぶ (社)国際女性教育振興会静岡県支部長 

社会教育の内容・方法と形態 ４ 渋江かさね 静岡大学大学院教育学研究科准教授 

生涯学習情報と学習相談 ２ 松永由弥子 静岡産業大学情報学部准教授 

社会教育と社会教育行政 ２ 佐藤 貴大 文部科学省生涯学習政策局社会教育課地

域学習活動企画係 

生涯学習と社会教育 ４ 伊藤 俊夫 (財)日本生涯学習総合研究所評議員 

生涯学習と学校教育 ４ 猿田 真嗣 常葉学園大学教育学部教授 

生涯学習関連施設の経営 ４ 金子   淳 静岡大学生涯学習教育研究センター准教授

生涯学習概論 

（２単位） 

地域社会における学習支援シ

ステム 

２ 阿部 耕也 静岡大学生涯学習教育研究センター教授 

社会教育の広報・広聴 ２ 河井 孝仁 東海大学文学部教授 

学習情報の提供システム ４ 桑村佐和子 石川県立大学教養教育センター准教授 

社会教育施設の事業と経営 ４ 長谷川秀厚 静岡市立登呂博物館学芸員 

少子高齢・人口減少の進行と

社会教育の課題 

４ 馬居 政幸 静岡大学教育学部教授 

調査の意義と内容 ２ 阿部 耕也 静岡大学生涯学習教育研究センター教授 

社会教育計画 ４ 渋江かさね 静岡大学大学院教育学研究科准教授 

学習相談の方法 ２ 松永由弥子 静岡産業大学情報学部准教授 

社会教育の対象の理解と構造

化 

４ 野島 正也 文教大学副学長（越谷担当）・人間科学部教

授 

社会教育計画 

（２単位） 

社会教育の評価 ４ 原  義彦 秋田大学教育文化学部准教授 

野外活動（オリエンテーリング） ３ 村越  真 静岡大学教育学部教授 

野外活動（棚田） ４.５ 中井 弘和 静岡大学名誉教授 

社会教育施設見学 ８.５   

グループワーク（１班） 阿部 耕也 静岡大学生涯学習教育研究センター教授 

グループワーク（２班） 

４１

金子  淳 静岡大学生涯学習教育研究センター准教授

社会教育演習 

（２単位） 

学習成果の発表と討議 ３   
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科目名 

（単位数） 
内容・テーマ 

配当

時間
氏名 所属・職名 

青少年の学校外教育の組織化 ３ 白木 賢信 東京家政大学人文学部准教授 

博物館と文化活動 ２ 金子   淳 静岡大学生涯学習教育研究センター准教授

欧米の社会教育の歴史 ２ 菅野 文彦 静岡大学教育学部教授 

社会教育施設のネットワーク化 ２ 金子   淳 静岡大学生涯学習教育研究センター准教授

地域社会と社会教育 ２ 角替 弘志 常葉学園大学学長・教授 

社会教育の指導者・職員 ２ 上條 秀元 常葉学園大学教育学部教授 

芸術活動と地域づくり ４ 小西 潤子 静岡大学教育学部教授 

多文化共生と教育 ４ 宇都宮裕章 静岡大学教育学部准教授 

社会教育法制 ２ 梅澤   収 静岡大学教育学部教授 

地域文化の活性化と大学 ２ 上利 博規 静岡大学人文学部教授 

キャリア教育と生涯学習 ４ 山﨑 保寿 静岡大学大学院教育学研究科教授 

生涯スポーツの理論と実際 ２ 松井 恒二 静岡大学教育学部教授 

大学の機能開放・拡充 ２ 阿部 耕也 静岡大学生涯学習教育研究センター教授 

リスクマネージメントと防災教育 ４ 前田 恭伸 静岡大学工学部准教授 

少子高齢化社会とＮＰＯ ４ 日詰 一幸 静岡大学人文学部教授 

社会教育特講 

（３単位） 

文化財の保護と世界遺産 ４ 柴垣 勇夫 愛知淑徳大学人間情報学部教授 

 



資料 
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４ 静岡大学社会教育主事講習受講者名簿 
 

班別 受講番号 県別 氏名 性別 勤務先 

1 静岡 加藤美佐子 女 静岡市立長田西小学校 

2 静岡 中島 裕幸 男 なし 

4 愛知 猿渡 晴祥 男 名古屋市立松栄小学校 

5 愛知 小浦 正寛 男 東海市立横須賀中学校 

6 愛知 真山  惠 女 愛知県教育委員会知多教育事務所 

7 愛知 稲垣 創一 男 安城市教育委員会生涯学習部体育課（安城市体育館）

8 岐阜 山下 直紀 男 白川町教育委員会 

9 岐阜 鶴留浩一郎 男 土岐市教育委員会 

1班 

10 岐阜 千村 重彦 男 中津川市役所定住推進部 坂本公民館 

11 静岡 府川 純子 女 静岡市江尻生涯学習交流館 

12 静岡 伊藤 賢典 男 浜松市中区まちづくり推進課西部公民館 

13 静岡 鷺   宏 男 なし 

14 静岡 大山まり子 女 （有）ケイ・エム・ワールド 

15 静岡 柳澤 利枝 女 静岡県埋蔵文化財センター沼津事務所 

16 三重 松浦 洋幸 男 鈴鹿市役所文化振興部生涯学習課 

17 三重 佐々貴洋児 男 菰野町教育委員会事務局社会教育課 

18 愛知 市川  賢 男 名古屋市立山吹小学校 

19 岐阜 藤井  眞 男 郡上市教育委員会大和教育事務所地域教育課 

20 岐阜 藤原  洋 男 郡上市教育委員会社会教育課 

2班 

21 岐阜 川島 元樹 男 坂祝町教育委員会 

22 静岡 木野 和子 女 静岡市船越生涯学習交流館 

23 静岡 佐野 澄広 男 静岡県立清水西高等学校 

24 静岡 山本 明美 女 島田市立金谷公民館 

25 静岡 保科 洋子 女 なし 

26 静岡 青木 昌巳 男 静岡市立清水浜田小学校 

27 静岡 大谷 哲也 男 島田市教育委員会社会教育課 

28 静岡 上田 恵子 女 静岡市江尻生涯学習交流館 

29 静岡 那須 為行 男 なし 

 

30 岐阜 飯田 雄一 男 私立麗澤瑞浪中学高等学校 

 ※斜線…「社会教育演習」を受講しない者 

 



 

 

 

 

 

 

生涯学習推進のための学習ネットワークの形成 
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